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泉 南 市 議 会 検　索

▲せんなんフェスタのようす（泉南市観光協会主催）

第3回 定例会第3回 定例会

「平成24年度大阪府泉南市
一般会計歳入歳出決算認定
について」を原案認定可決
実質収支４億２,２０７万２千円の黒字決算

　平成２５年第３回定例会（９月議会）
は、９月５日から９月２６日までの会期
で開催されました。
　本定例会は、一般会計補正予算及び
一般会計歳入歳出決算等について、本
会議・委員会で活発な議論が交わされ
ました。
　詳しくは掲載記事をご覧ください。
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一般質問事項

たに　　　　　　 ひろ   かず

新風立志の会

谷　　展和

１高齢者問題について
（１）近年増加している高齢者の孤独死につい
　　   て―本市の現状と対策について

２観光について
（１）泉南市の観光資源の活用について
（２）観光協会の今後の動きについて

３雄信幼稚園跡地について
（１）跡地利用の現状について
（２）市長に来年度までに一定の結論をいた
　　  だきたいと質問させていただきました

一般質問事項

なり　 た　　 　  まさ   ひこ

日本共産党

成田　政彦

①樽井小学校「体罰」問題について、いかな
る理由であれ無抵抗の児童に「暴力」をふる
うことは絶対に許されない　②教育委員会に対
して、今後「体罰」をなくすために事実経過に
ついて、教師、児童、保護者の声を十分に聞
くこと　③児童の「暴力」に対する精神的動
揺については、ていねいに対応すること　④い
じめについては、学校、教育委員会は、小学生、
中学生の立場にたって早期に対策をとるべきだ
⑤新火葬場については、市民に対して、全貌
をていねいに説明すべきである。

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、質問し、確認
することで、毎定例会において、各議員１人あたり１時間の質問をするこ
とができます。
　９月定例会では、15 名の議員が市政全般にわたる課題や問題点につい
て、一般質問を行いました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

一般質問事項

なか    お　　      ひろ    き

公明党

中尾　広城

一．子育て施策について①「まいど子どもカー
ド」の普及について②マザーズ・ハローワーク
について　
二．①「フロアマネージャー」制度について②庁
内BGM放送について③駐車場の整備について
三．教育問題について①砂川高校跡支援学校
との連携について②「泉南楽会」について③埋
蔵文化財センターについて④鳴一小、各幼稚
園の跡地問題について⑤「子どもの権利条例」
について
四．健康施策について①「健康マイレージ」事
業について

一般質問事項

たけ    だ    　　  みつ  よし

公明党

竹田　光良

今定例会で私は、大綱４点について一般質問
を行いました。
防災についてでは、意識の向上や備蓄の啓発
にもっと力を注ぐことを訴えました。また、教
育問題についてでは、体罰の根絶を訴えると
共に、今回の樽井小で起こった問題に関して、
徹底した調査と再発防止について質しました。
また、学校給食費を現在の私会計から、公会
計制導入へと訴えました。後、観光について
では、宿泊施設の誘致についての質問を行い、
大阪都と泉南市では、メリット、デメリットにつ
いて質問しました。

一般質問事項

かじ  もと　　     しげ    み

無所属
（泉南刷新の会）

梶本　茂躾

（一）小、中学校の建て替えについて①過去
５年間の４中学校 10 小学校への施設面の投
資額（耐震化は除く）②建て替えと大規模改修
について選択する判断基準は、又優先順位と
必要性の検討について③全小、中学校の今後
の老朽化対策の見通しについて　（一）①最新
の泉南市総合防災マップ作成について②指定
避難場所の見通しと市民への広報について
（一）障害者の雇用の促進等に関する法律に
つちえ ( 通称障害者雇用促進法 )①泉南市役
所の雇用状況について②泉南市内企業の現状
について

一般質問事項

（一）プールで亡くなられたお子さんの命の
願いに応えていきたい。先の議会から議場に
掲げられた日の丸は侵略戦争のシンボルだっ
た。侵略を受けた人から鳥肌が立つ、嫌だ、
と言われた。掲揚に反対する。三宅洋平氏が
参院選で２度と戦争しない、と世界に宣言した
んだろう、と言った。憲法が生み出した若者を
見る。土地開発公社に先行買いさせ、銀行が
40 年間も利息まで貸して来た利息をそっくり
返済する道理はない。仕組みが問題。負担す
る市民の立場で削減交渉を議会でさせよう。

一般質問事項

まつ  もと　　　  せつ   み

日本共産党

松本　雪美
こ　 やま　　　  ひろ  あき

無所属
(緑の党)

小山　広明

文科省は２月に全国で体罰実態調査を行い泉
南市立小・中学校も全生徒に記名入りで実施。
体罰を受けたのは 87 人の内 14 人が怪我。
以後、聞き取りで 27 事例の内「軽い体罰」
は 13 件。教育委員会は「有形力の行使、体
罰に当たらないと判断」の報告。軽い体罰を
与えた教師数の報告もないズサンさ。この時、
体罰根絶に真剣に取組んでいれば今回の樽井
小学校での体罰事件は防げたはず。体罰の根
絶と再発防止に向け全生徒・教師・保護者に
無記名アンケート調査の実施を求め、教育長
は「10 月初めに無記名でするかどうか検討す
る」と答弁。

９月議会　一般質問

１５人が市政を問う１５人が市政を問う１５人が市政を問う

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。掲載順位は質問順です。

泉 南 市 議 会 中 継本会議のようすはインターネット中継で 検　索
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一般質問事項

①小学校プールの一般開放実施と教訓を今後
に活かすこと　②老朽化した給食センターの建
替えと中学校給食の早期実施を　③市民意識
調査の概要版では、親や教師が「子どもに体
罰を加える」の容認割合が約６割を占める。「体
罰は、許されない」と啓発すべき。　④障が
い者（児）支援は専門機関と連携し拡充を　
⑤保育士等の処遇改善で働きやすい職場に・
特定保育の申し込みのお知らせを　⑥特養老
人ホームの国の基準見直し後の在宅介護と待
機者対策を求める　⑦認知症の早期発見、早
期治療対策を。

一般質問事項

１．市立樽井小学校の体罰問題について※非
公開説明会後の結果状況・今後について　２．
ふるさと納税アップについて※市のふるさと納
税の状況や今後の取組強化策について※泉南
の特産物の売上強化を！！※知名度 UP につい
て　３．ご当地ナンバープレートについて※軽
バイクにご当地ナンバーを作り、街の活性化へ
4．災害時の自治体相互応援や提携について
※遠方の自治体相互応援や協力強化や広域災
害対策は？　５．こども議会について※未来の
市長や議員誕生の為に、子ども目線から地域
問題など

一般質問事項

経験のない異常気象と災害が列島を襲ってい
るが、被災者の方々にはお見舞い申し上げま
す。この要因は人間の生活による「ツケ」で
あり、今一度謙虚に省みる必要が無いだろう
か？①財政力と社会保障についても同様であ
り、毎年 3 兆円以上増加する経費を誰が負担
するのか？原発休止による燃料負担も次世代
か？世界に例のない急激事態の直視を確認②
職員給与は据え置きであるが、泉南市は先取
り減給しており、人事院勧告に準じることのな
い独自の対応と③全国ワーストの開票作業対
策を質した。

一般質問事項

泉南市財政は、将来負担の軽減と、市民サー
ビスを保持する為の公共事業という、ベクトル
の違う二兎を追うことになるが、市長の自信の
程は？更なる行財政改革の「行政評価」「ファ
シリティマネジメント」への取り組みの市長の
本気度は？泉南市の人口問題、将来人口の現
実的具体策を考えているのか。行政組織風土
の刷新を！市長は教育委員会の課題について、
立場や枠を越えて踏み込んで、リーダーシップ
を発揮するつもりはないのか？将来の合併を見
据えて、広域行政の拡大を！

一般質問事項

１．子育て支援について　①プラチナ（退職し
た）保健師②子ども安心カード③子ども医療
費・妊産婦健診助成

２．教育問題について　①タブレット端末配布
②がんに対する教育③租税教育について④い
じめについて

３．女性施策について　①女性が活躍できる
市に②女性議会を迎えるにあたって

以上について質問させて頂きました

一般質問事項

〇学校の改修・建て替え（老朽化対策）
教育委員会は全小・中学校の老朽化対策計画
を作成。市長は「26年度までに耐震化を行い、
それ以降は老朽化対策を財政もふくめ最優先
に行う」と答弁。これを受け「老朽化対策が
遅れている。最優先は当たり前、堂々と老朽
化対策をすすめよ」と教育委員会の姿勢をた
だす。
他に　〇インフラの老朽化対策　〇アスベスト
問題　〇新家駅改札口新設　〇子ども医療費
の拡充について質問

一般質問事項

１）医療について①高齢者肺炎球菌ワクチンの
助成について②“ 胃がんリスク検診 ” の導入・
脊柱側わん症検診への “ モアレ検査 ” 導入に
ついて　２）障がい者支援について①知的障
がい者の居宅介護について②発達障がいの若
者就労支援について　３）防災について①防
災教育について②“ せんなん家族防災の日 ” の
取り組みについて③災害時要援護者の避難対
策について　４）小・中学校における熱中症
対策について①冷水器、ミストシャワーの設置
とエアコン設置について　５）買い物難民につ
いて質問しました。

一般質問事項

１危険区域と道路管理について～異常気象が
頻繁に起こる中で　危険区域の点検や道路管
理、老朽化したインフラの整備を早急に進める
べき！
２広域行政について～（消防の統合、水道、
清掃、福祉等）で広域行政を進めているが、
効率化をはかるあまり、市民が不利益を被った
り、市民サービスの低下を招いている現状が
ある。充分な配慮が必要である！
３教育～教育委員会の体質改善と、子供に思
いやりのある学校教育の実践を！

わ　   け　　　　のぶ    こ

日本共産党

和気　信子
ふる　 や　　　　まさ　とし

無所属
(自由民主党)

古谷　公俊

きの   した           とよ  かず

拓進クラブ

木下　豊和
もり　　　　　　 ひろ   ふみ

無所属
(泉南フォレスト)

森　　裕文

おか　 だ　　　　よし　  こ

公明党

岡田　好子
おお   もり           かず   お

日本共産党

大森　和夫

しぶ　や　　　　  まさ    こ

公明党

澁谷　昌子
ほり   ぐち　　　 たけ     し

心政クラブ

堀口　武視
こうむ
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■
延
滞
金
の
割
合
の
見
直
し
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
現
在
の
低
金
利
の
状
況
を
勘
案
し
、

延
滞
金
の
割
合
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
本
条
例
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
延

滞
金
は
ど
れ
く
ら
い
減
る
の
か
？

　
　
過
去
に
市
税
に
お
い
て
延
滞
金
の

率
を
下
げ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

よ
る
延
滞
金
の
増
減
は
な
く
、
今
回
も

同
様
の
結
果
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

納
期
内
納
付
の
促
進
の
た
め
、
本
条
例

は
必
要
で
あ
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

（
主
な
内
容
）

　
保
育
所
整
備
事
業
に
係
る
予
算
や
予

防
接
種
事
業
に
係
る
予
算
な
ど
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
２５
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

作
成
の
効
果
の
見
込
み
は
？

　
　
関
西
国
際
空
港
及
び
そ
の
地
元
市

で
あ
る
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
Ｐ
Ｒ
を
発
信
し
観
光
な
ら
び
に
今
後

の
景
気
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
認
知
症
施
策
費
・
保
育
所
の
設
備
改

修
費
・
民
間
保
育
士
等
処
遇
改
善
費
・

障
害
児
通
所
給
付
費
・
成
人
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
を
１
人
３
、５
０
０
円
の
助

成
・
鳥
獣
被
害
防
止
費
等
の
増
額
は
評

価
す
る
が
、
議
長
車
購
入
費
を
補
正
予

算
で
計
上
し
議
論
も
深
め
ず
決
め
る
べ

き
で
は
な
い
。
本
来
は
本
予
算
で
計
上

す
べ
き
と
反
対
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
福

祉
関
係
に
重
点
配
分
さ
れ
た
予
算
で
あ

り
、
成
人
用
肺
炎
球
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

の
実
施
は
多
く
の
高
齢
者
の
肺
炎
早
期

予
防
施
策
と
し
て
評
価
。
ま
た
、
議
長

車
の
買
い
替
え
は
時
期
的
に
は
問
題
を

残
す
が
、
今
後
は
専
用
車
か
ら
議
長
が

優
先
使
用
す
る
「
公
用
車
」
と
の
位
置

づ
け
と
判
断
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
職
員
の
不
祥
事
を
個
人
的
な
事
と
せ

ず
組
織
問
題
と
す
べ
き
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
百
円
の
徴
収
は

誰
が
考
え
て
も
そ
の
価
格
で
は
無
理
で

コ
ス
ト
を
無
視
し
て
い
る
。
鳥
獣
被
害

対
策
は
市
独
自
策
を
。
議
長
車
購
入
に

対
し
て
は
若
い
議
員
は
権
威
主
義
に
無

批
判
で
あ
っ
て
は
ほ
し
く
な
い
。

■
平
成
２５
年
度
大
阪
府
泉
南
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

（
主
な
内
容
）

　
人
事
異
動
に
伴
い
人
件
費
を
３
７
１

万
４
千
円
減
額
す
る
も
の
。

▼
平
成
２５
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
た
め
対
策
は
？

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
が
ん
検
診
等
と

セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
や
、
休
日
も
受
診

可
能
と
す
る
こ
と
で
受
診
率
向
上
に
努

め
た
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
会
社
を
退
職
し
た
人
、
農
業
者
、
小

さ
な
商
店
の
方
々
等
、
社
会
的
に
弱
い

人
た
ち
の
保
険
で
保
険
料
が
軽
く
な
る

の
が
当
然
。
（
社
会
保
険
に
比
べ
て
）

過
度
な
負
担
は
社
会
的
責
任
。
徴
収
さ

れ
な
い
分
も
負
担
と
な
る
。
天
引
き
は

声
が
反
映
さ
れ
な
い
と
意
見
を
付
し
て

賛
成
す
る
。

■
平
成
２５
年
度
大
阪
府
泉
南
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
主
な
内
容
）

　
給
付
準
備
基
金
積
立
金
事
業
や
地
域

支
援
予
防
事
業
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

▼
平
成
２５
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
一
般
管
理
費
の
増
額
補
正
の
内
容

は
？

　
　
課
内
の
業
務
担
当
の
配
置
換
え
に

よ
る
も
の
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
国
の
財
政
難
の
中
、
１
割
負
担
を
引

き
上
げ
る
議
論
が
あ
る
。
市
民
の
立
場

か
ら
の
見
直
し
が
必
要
。
そ
れ
に
は
行

政
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
市
民
の
立
場

第
3
回
定
例
会

第
3
回
定
例
会

　
平
成
２５
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
は
、
９
月
５
日
か
ら
２６
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問答

答

問答

問

問 答

議
案
第
３
号
　
原
案
可
決

議
案
第
４
号
　
原
案
可
決

議
案
第
６
号
　
原
案
可
決

議
案
第
５
号
　
原
案
可
決
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に
立
っ
て
判
断
で
き
る
議
会
で
議
論
を

し
、
市
民
に
と
っ
て
充
実
し
た
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
意
見
を
付
し
て
賛

成
す
る
。

■
平
成
２５
年
度
大
阪
府
泉
南
市
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

（
主
な
内
容
）

　
広
域
連
合
納
付
金
等
に
よ
る
歳
出
予

算
の
増
額
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
２５
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
１０
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
成
人
肺
炎

球
菌
の
助
成
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
け

る
助
成
の
内
容
は
？

　
　
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
の
補
助
金

対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
交
付
助
成
事

業
計
画
を
作
成
し
、
広
域
連
合
に
提
出

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
利
用
し
な
い
人
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

の
が
保
険
。
し
か
し
病
気
に
な
り
が
ち

な
老
人
を
集
め
て
や
っ
て
い
る
。
助
け

ら
れ
る
方
が
多
く
な
れ
ば
負
担
が
高
く

な
り
制
度
に
問
題
が
あ
る
。
（
若
い
人

も
）
一
つ
に
し
て
み
ん
な
で
と
い
う
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
議
会
が
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
見
を
付
し

て
賛
成
す
る
。

■
平
成
２５
年
度
泉
南
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
主
な
内
容
）

　
人
事
異
動
に
伴
い
予
算
を
増
減
額
す
る
も

の
。

▼
平
成
２５
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、
平
成

２４
年
度
で
は
5
、
0
0
0
万
円
程
度
の

黒
字
と
の
報
告
だ
が
、
料
金
を
値
下
げ

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
？

　
　
企
業
団
水
に
お
い
て
３
円
の
値
下

げ
が
あ
り
、
本
市
で
は
か
な
り
の
購
入

費
減
が
発
生
し
た
が
、
過
去
か
ら
の
累

積
赤
字
等
の
関
係
か
ら
、
企
業
団
水
の

３
円
値
下
げ
に
伴
う
料
金
改
定
は
行
わ

な
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
琵
琶
湖
の
み
を
水
源
と
す
る
こ
と

は
、
安
全
、
災
害
上
問
題
で
あ
る
。
半

分
以
上
が
山
で
そ
こ
か
ら
の
取
水
が
市

の
基
本
。
今
、
金
熊
寺
川
か
ら
の
取
水

し
て
い
な
い
と
い
う
が
施
設
は
ま
だ
あ

り
、
こ
の
ま
ま
自
己
水
を
無
く
し
て
い

く
こ
と
は
議
会
の
責
任
が
問
わ
れ
る
と

意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

■
平
成
２４
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
歳
入
決
算
額
２
２
６
億
２
、１
４
１

万
３
千
円
及
び
歳
出
決
算
額
２
２
１
億

５
、６
９
１
万
円
に
つ
い
て
議
会
の
認

定
を
も
ら
う
も
の
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
本
決
算
は
６
億
５
千
万
円
の
基
金
へ
の

返
済
を
前
倒
し
で
行
い
、
さ
ら
に
４
億
円

の
３
年
連
続
の
黒
字
。
し
か
し
、
学
校
の

大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
計
画
は
、
来
年

度
以
降
に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の

ト
イ
レ
の
改
修
・
エ
ア
コ
ン
の
設
置
・
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
は
子
ど
も

を
思
う
心
が
あ
れ
ば
、
実
現
で
き
た
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
歳
出
面
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
推
進
事

業
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
障
害
者
施

策
・
子
育
て
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い

る
。
教
育
施
設
の
耐
震
化
は
中
学
校
は

２３
年
度
に
完
了
し
、
小
学
校
も
２６
年
度

に
完
了
予
定
。
今
後
、
学
校
施
設
の
老

朽
化
対
策
と
共
に
空
調
設
置
も
強
く
要

望
し
、
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
の

予
算
へ
の
反
映
を
望
む
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
空
港
島
は
市
街
化
区
域
に
。
戦
没
者
慰

霊
は
相
手
国
民
、
市
民
も
加
え
た
も
の

に
。
「
公
社
」
債
務
で
利
息
ま
で
長
期
間

貸
す
有
り
方
を
問
え
。
不
燃
物
置
場
へ
の

市
の
違
法
汚
染
物
は
除
去
を
。
職
員
の
不

祥
事
は
組
織
問
題
と
捉
え
よ
。
安
全
第
一

な
ら
プ
ー
ル
一
般
開
放
は
市
で
。
火
葬
場

新
設
で
は
な
く
既
存
の
整
備
を
。
同
更
資

金
回
収
の
肩
代
わ
り
の
返
還
を
。
し
尿
処

理
施
設
の
統
合
を
。

■
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
市
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
街
づ
く
り

を
安
定
的
に
行
う
た
め
、
そ
の
財
源
と

し
て
国
は
地
方
交
付
税
を
増
額
し
、
地

方
財
政
を
豊
か
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
こ
そ
国
の
大
切
な
役
割
で
す
。
し
か

し
そ
の
財
源
に
は
、
地
方
税
収
を
落
ち

込
ま
せ
、
景
気
悪
化
を
招
く
消
費
税
増

税
分
を
充
て
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
意
見
を
付
し
て
賛
成
し

ま
し
た
。

■
い
じ
め
・
体
罰
の
根
絶
に
向
け
た
決

議
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
本
市
に
お
い
て
、
教
師
に
よ
る
体
罰

事
件
が
発
覚
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
市

議
会
は
、
泉
南
市
及
び
泉
南
市
教
育
委

員
会
に
対
し
、
い
じ
め
・
体
罰
を
根
絶

し
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
を
強

く
求
め
る
旨
の
決
議
書
を
提
出
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問答

問答

議
案
第
７
号
　
原
案
可
決

議
案
第
８
号
　
原
案
可
決

議
案
第
９
号
　
原
案
認
定
可
決

議
員
提
出
議
案
第
６
号

　
原
案
可
決

議
員
提
出
議
案
第
５
号

　
原
案
可
決
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▲五所川原市にて ▲函館市にて

委員会の視察報告をします委員会の視察報告をします委員会の視察報告をします
各常任委員会・各特別委員会は、所管する課題に対し、先進的な自治体を訪問し、
行政事務事業の参考とするため行政視察を行いました。主な内容は、次のとおりです。

7 月 25 日～ 26日　　総務産業常任委員会　青森県五所川原市、北海道函館市

7月 29日～ 30日　　空港等まちづくり対策特別委員会　宮城県名取市、大崎市、亘理名取ブロック

8月  1 日～  2 日　　行財政問題対策特別委員会　　岡山県倉敷市、山口県周南市

■総務産業常任委員会
（おもな視察報告）
　五所川原市では自主的な市民活動を育み、市民の力とアイデアで地域課題を解決し、地域を元気にするための公益
的活動費用の一部を市が助成する制度として、平成２２度において市民提案型事業が策定されました。主な事業内容
は、合併特例債５億円を財源とし、市内で公益的活動を行う市民団体またはグループに対し、１００万円を限度額と
した補助を行い、地域活性化を図るものであり、五所川原市においてはこれまで約４０団体を対象に事業展開をして
いるとのことでした。
　また、函館市では市民生活を歴
史・文化、観光が融合した回遊性の
高いまちづくりを基本コンセプトと
した中心市街地活性化基本計画が策
定されており、集客拠点の創出や観
光客が回遊しやすい環境づくり、公
共機関の利便性や医療機関の集積等
を推進し、中心市街地の活性化を
図っているとのことでした。

▲名取市にて ▲大崎市にて

■空港等まちづくり対策特別委員会
（おもな視察報告）

　名取市では東日本大震災において市域の約３割が浸水し、多くの市民の尊い命が失われました。平成24年10月11日

「名取市震災復興計画」が市議会にて採決決定されました。「再生期」「展開期」「発展期」の計７か年計画であ

り、「多重防御」という意味で、堤防の建設を実施。復興整備計画事業では、閖上地区の土地区画整理事業を行い、

その他市内の4地区では、集団移転促進事業を行う。また、閖上地区は、漁業基地もあり、災害に対する安心感がある

まちをめざし、閖上の魅力を生かすまちづくりを行い、まちの再生を行うとのことでした。

　大崎市では、総合計画において、「市民が主役　協働のまちづくり」を掲げ、行政市民が対等に話し合うを基本に

９月議会に「協働のまちづくり条例」

を上程する予定である。また、大崎市

流自治組織「地域づくり委員会54組

織」及び「まちづくり協議会7組織」

があり、財政支援については、「基礎

交付金」「チャレンジ事業交付金」

「ステップアップ事業交付金」の３つ

の交付金制度を設け、市内各自治組織

を円滑に運営するための支援を行って

いるとのことでした。

ゆりあげ
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　市議会では、議会の活性化と開かれた議会をめざし、「議会改革に関する懇談会」を設置し、さまざまな改革に取り
組んでいます。このたび、平成 25 年 5 月 23 日に行いました第 1 次答申に引き続き、8 月 21 日に第 2 次答申を
行いました。
　懇談会の答申内容について、議会運営委員会で審議した結果、了承された項目について、主な内容をご紹介します。

●常任委員会・特別委員会のインターネット中継について
　継続して議論を行うこととすることを確認する。

●申し合わせ事項の見直しについて
　正副議長の任期については、現状どおり１年とする。
　なお、次回改選時に再度検討するということを申し送り事項
　とする。

●代表質問・一般質問の持ち時間について
　代表質問・一般質問の持ち時間については、現状とおりの取
　扱いとする。
　・代表質問については、会派人員に応じた質問時間とし各会
　　派に与えられた６０分を基準時間に、会派人員が１人増すご
　　とに１０分を加算する。
　・一般質問については１人６０分とする。

●会議規則等について
　本会議及び委員会へのパソコン等の持ち込みについては禁止
　とする。

●議会選出役員の定数等の見直しについて
議員派遣の選出基準となる条例等に「市議会議員」と明記
されている審議会の内、「総合計画審議会」については派遣
議員数を８名から２名減らし６名とする。また、「国民健康保
険運営協議会」「公害対策審議会」「医療問題懇談会」の以
上３つの協議会等については、派遣を辞退することとする。

議会
改革

議会の活性化と開かれた議会をめざし、議会改革を進めます。

第２次答申の主な項目（抜粋）

▲倉敷市にて ▲周南市にて

■行財政問題対策特別委員会
（おもな視察報告）
　倉敷市では、ファシリティマネジメントについて説明を受けました。倉敷市は、昭和40年代に建設した建てものが
多く、今後、大規模改修などの時期が到来する課題を抱えているため、ファシリティマネジメント（FM）を推進し、
建物の長寿命化が図られているとのことでした。倉敷市におけるFMの特徴としては、長期修繕計画室の専門技師が現
場に出向いて、建設設備の点検を直接行い、この結果に基づいて、全庁的な予算配分が行われているところである。
平成25年3月には、施設の利用者数や老朽化度を調査した公共施設白書が作成されており、FMの取り組む中では職員
への啓発が大変重要であるとのことでした。
　周南市は、平成24年度から入札及び契約の公正性などを監視するため入札監視委員会が設置されており、委員会
は、大学教授、弁護士、公認会計士など専門的な知識を有する委員により構成されているとのことでした。会議につ
いては5月頃と11月頃の年2回開催
され、審査の結果、不適切な事項
または改善すべき事項があると認
められたときは、市長に対して意
見具申や勧告が行われているとの
ことでした。会議は非公開で開催
されますが、市のホームページに
おいて、関連資料として、議事概
要書が公表されることにより、不
正な入札の抑止力となるとのこと
でした。
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お
待

ち
していま

す

お
待

ち
していま

す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
／
田
畑
　
仁

副
委
員
長
／
澁
谷
昌
子

委
　
　
員
／
小
山
広
明

　
　
　
　
　
木
下
豊
和

　
　
　
　
　
松
本
雪
美

　
　
　
　
　
堀
口
武
視

議　案　番　号 件　　　　　　　名 賛　　　　　否 結　果

議案第１号 泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について 全会一致

全会一致

全会一致

原 案 同 意

議案第2号 泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について 原 案 同 意

議案第3号 延滞金の割合の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原 案 可 決

議案第４号 平成２５年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第３号）
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議員提出議案第１１号 議案第４号「平成２５年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第３号）」に対す
る修正動議

賛成　 5 小山、大森、和気、成田、松本
反対　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口

修正案否決

議案第５号 平成２５年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 全会一致 原 案 可 決

議案第６号 平成２５年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致 原 案 可 決

議案第７号 平成２５年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 全会一致 原 案 可 決

議案第８号 平成２５年度泉南市水道事業会計補正予算（第１号） 全会一致 原 案 可 決

議案第９号 平成２４年度大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について
賛成　 11 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本
退席　 1 梶本

原案認定可決

議案第１０号～２１
号、２３号、２６号

平成２４年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計歳入歳出決算認定について
ほか１４件 全会一致 原案認定可決

議案第２４号、２５号 平成２４年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について　
ほか１件

賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原案認定可決

議案第22号 平成２４年度大阪府泉南市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口
反対　 1 小山

原案認定可決

議案第２７号 平成２４年度泉南市水道事業会計決算認定について
賛成　 13 小山、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 4 大森、和気、成田、松本

原案認定可決

議員提出議案第５号 地方税財源の充実確保を求める意見書について 全会一致 原 案 可 決

議員提出議案第６号 いじめ・体罰の根絶に向けた決議について 全会一致 原 案 可 決

議員提出議案第７号 子ども・被災者生活支援法に基づく具体的施策の早期実現を求める意見書につ
いて

全会一致 原 案 可 決

議員提出議案第８号 ＵＲ賃貸住宅居住者の住まいの安定を求める意見書について 全会一致 原 案 可 決

議員提出議案第９号 森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書に
ついて 全会一致 原 案 可 決

議員提出議案第１０号 国による子ども医療費助成制度の創設を求める意見書について 全会一致 原 案 可 決

閉会中の継続調査について 継 続 調 査

議　案　番　号 件　　　　　　　名 結　果

泉南監報告第６号～１０号 例月現金出納検査結果報告 報 告 済

報告第１号 平成２４年度決算に基づく泉南市健全化判断比率について 報 告 済

報告第２号 平成２４年度大阪府泉南市下水道事業特別会計決算に基づく資金不足比率について 報 告 済

報告第３号 平成２４年度泉南市水道事業会計決算に基づく資金不足比率について 報 告 済

議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

編
集
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記

議会だよりに対するご意見・ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）泉南市議会事務局

TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp
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